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吉川美南駅東口区画整理の
信じがたい実態が明らかに

齋藤　詔治
問 私は今日まで、本土地区画整理事業は、不透明が
多々あると議会で質問を続けてまいりました。この
度、周辺地権者からコンクリートガラ等を振っている
状況写真が持込まれ、市に説明を求めた際、この区域
内は建設発生土搬入契約最初の令和元年よりガラ混入
され、撤去作業が実施され令和４年３月まで続くと説
明されました。令和３年７月17日に吉川市は中原市
長同席の下、市議会議員に説明会を開催し、今までに
ない資料提供がなされました。今後事業推進に当たり、
この建設発生土の搬入状況によっては、区画整理は予
定通りに進みません。関連事業者にも影響があり、原
点に戻って素直に事業計画の予定に従って再度見直し
をすべきです。搬入土が少ない状況（計画の約半分）
を本当に真剣になって、この問題を解決しなければと
思っています。事業の最高責任者として市長の考えを
賜ります。
答 開発においてスピード感を持って、そして同時に
地権者の皆さんの意向をしっかり伺って丁寧に進めて
行きます。私も責任者として出張るところは出張って、
落としどころをつくってまいりますので、ご理解をい
ただければと思います。

道路網整備と防災計画の実施は

遠藤　義法
問 吉川美南駅周辺区画整理事業が進む中、栄町方面
から吉川美南駅へのアクセス道路整備を早急に取り組
むべきです。また、東埼玉道路へ接続する越谷総合公
園川藤線、さくら通りの関小から北への延伸整備計画
を伺います。
　玉葉橋下の水防センターの設置計画は。
答 区画整理地内の幹線道路は令和４年度供用開始に
向け整備しています。栄町方面から吉川美南駅への道
路は、既存道路を活用して整備していく。東埼玉道路
に接続する道路についても関係機関との調整や財源確
保の検討を進めていきます。水防センターは、多くの
方々のご意見を伺いながら有効な活用方法を検討しま
す。

◆国保税、子どもの均等割軽減策の拡充を
問 来年度から未就学児の国保均等割が５割軽減され
ます。子育て支援策として、市独自策として年齢をさ
らに引き上げるべきと考えます。
答 年齢引き上げを市独自で実施した場合、すべて保
険税や一般会計から賄うことになります。国が責任
もって対応すべきであり、市独自には実施せず、国に
要望していきます。

はーとふるぽっと跡地
貸し出しスペースとして活用を

岩田　京子
問 この場所は来場者の目立つ場所にあり、なおかつ
施錠ができることが利点。貴重な作品の展示、手作り
品の販売等の場所として、長期間の利用ができると市
民の活躍の可能性が広がる。貸し出しスぺ―スとして
活用できないか。
答 貸し出し施設は他にもある。フリースペースとし
ての活用が使い勝手よく当面このままで。展示やギャ
ラリーの要望はない。

問 貸しスペースにすれば利用料も得られ、費用対効
果が高いのでは。貸し出す場合、手続きは。
答 利用料を取るための整備が必要。

問 40年の歴史ある協働労働がついに法制化。労働者
協働組合法が来年10月に施行。3人からの届け出制で
簡便な起業が可能に。市の対応は。
答 組合員が自ら出資し、意見反映し、運営に関わると
いう新たな法人格。ワークライフバランスの実現、多様
な就労機会の創出につながり、地域の課題解決の促進
と持続可能で活力ある地域社会の実現に貢献度が高い。
県の研修会に積極的に参加し、その情報を市民、事業
者だけでなく、庁内関係部署にも周知していきたい。

「コロナの不安」に向き合い
わかりやすい情報の提供を

伊藤　正勝
問 感染の急拡大。減少に転じているがコロナ禍は長
期戦。「情報がまだ少なく不安だ」の声がある。基本
的な考えを伺いたい。
答 コロナの現状を正しく理解し適切に対応していた
だくことが目的。新規感染者については県発表をもと
に市のHPで公表。発熱等で受診できる医療機関や市
が行う在宅療養者支援策等も掲載。プライバシーや偏
見も考え、陽性者のその後や療養場所の扱いは慎重に
している。

問 感染者はオリンピック前後に急増。吉川の実状は。
市内の病床や重・中等症について。インフルエンザ接
種についても伺いたい。
答 吉川では６月17人。７月71人。８月は430人に。こ
のうち学童は８人、小学校36人。中学校10人。教職員
６人。県や国の傾向とも類似。重・中等症患者の吉川
の実状は把握していない。インフルエンザ接種は例年
通りの予定。コロナ接種とは２週間以上の間隔が必要。

問 吉川の中核病院の役割り等幅広く掌握しわかりや
すい情報の提供をお願いしたい。
答 ワクチン接種は11月中旬に希望者は終了見通し。
情報の提供はさらに検討したい。


